
京都府夜久野地方の地質構造
　　（化石採集に訪机る人々の爲に）

中　　　澤

　　　　　　　　　ま　え　が　き

　京都府夜久野地方（上夜久野，中夜久野，下夜久野3

村）に中生厨が護達している事は，既に明治の牛に行わ

れた20万分の1の地質圖幅調査常時（1）から知られてお

り・その後しばしば調査されたい，）・（田）・（’）又その地質時

代に就ては，永らくユラ紀とみたされていたが，益子蟻

來也（5）が中夜久野村高内の石炭岩から助〃㎝伽を護見

し，少くもこの石炭岩は古生代末の二星淘迄瀕る事が分

つ糺叉小林貞一・片山勝（。）は中夜久野村日置から産蝿

一する三角貝（7）が，山口縣に愛達する三提紀後期美彌続の

卒原厨からも襲見される事＊1から上部三提紀カー＝ック

世と考え，日置居という名前を用いれその後上記耳原

層や四国の河内ケ谷暦群との共通種がかなリ見出されて

～・るからこの考えは確かである。最近小賀豊一（8）は下夜

久野村額田西北，大柚子へぬける峰道（通構ワルイシ）

から菊石を愛見し，その研究からこの地歴は中部…提絢

である尊が到っれこのように夜久野地方には色々の時

・代の地厨が分布し・かなリ複雑な地質構造をもつ事が分

って來た。京都府は勿論日本でも分布の少ない三畳紀暦

が護達しているし・叉殆んど毎年営地域を訪才しる人々が

絶えないのに，20万分の1以外は末だ地質固一つ製表さ

れていない有様渡ので・地質構造を中心としてこの地方

の地質に就て蓮べてみたいと思う。宋蟹表ではあるが，

三雲千代夫，小賀豊一，神戸信和等の詳しい調査があり，

．本文もこの三氏に負う所が養だ大きい。特に小賀，脚戸

両氏を始，野外で逆接指導して下さつた松下道教授，街

教示に興かった小林貞一致授，市川潜一郎學士，又調査

κ際して一方ならぬお世話にたった夜久野中學枝上校，

下校，上川口中尊校の諸先生，中夜久野村商内の橋本實

友氏，及び貴重た標本を貸興された鳥居昭三氏に厚く街

程申上げる。愉調査には以前数度訪れたが，本格的には

蝸和25年ユO月に2週間行った。調査費用はすべて文部

省科事研究費によった。

　　　　　　　　各地畳の筍書

ホ1　現在両者は別種と考えられているが圏は同一で雨

　氏によリ美彌三角貝磨珊冊e州g㎝伽（7）と名づけら

　れた。

圭　　　二

　後で述べていくように1この地方の地質構造は東西に

細長くのびた複嬢な葡駅構造である爲，その構造を知る

爵には，よく各地層の特徴を識別し，文化石の駿見に努

力しながら，各地暦を綿密に追跡しなければならない。

この爵に特に南北の谷を細かく歩いて見た。そこでやや

煩雑な嫌ほあるげれども，各地暦の特徴をよく観察して

見よう。

　（1）古生層の浬畠

　欝地域で化石により確責に古生暦と決定出來る所が弐

の3個所ある①

　　申夜久野村高内，中夜久野小學校東北山腹の石灰岩

　　（第1圖の①地馳）

　　下夜久野村下夜久野覇南方牧川傍の紡錘虫石茨岩

　　（②地馳，梯戸信和の襲見）

　　下夜久野村額田東端，今西中と金谷村に行く三叉路

　　より少し西側路傍の紡錘虫細鱗書（⑧地艶，新産櫛）

　高内の石灰岩ほ，厚さは5米を越すものと思われるが，

茨～暗青衣色塊炊で・上部には頁岩がのっており・下部

は分らない。分化石や，海百合，轟虫類の多産するのほ，

頁岩に接ナる泥質の不純な石茨着申である。頁岩は風化

して赤褐色～褐色となり，細長い細かい破片となる性質

がある。新鮮な所は見られないが，恐らく黒色と思われ

る。蟻糎巾によく成暦し，均質である。

　下夜久野村騨南方の紡錘虫石茨岩は1米粒の黒っぽい

やや細礫質の石灰岩で，表面に白くぽつぼつと紡錘虫や

石茨岩片，方解石片が見られる・燃しこの石茨岩は露頭

というより大き’な蝿石と思われる。周園のズリから察す

るのに，黒色頁岩申にあったものだろう。紡錘虫は抑。－

8励ωαg鉗伽棚が多いようである。

　最後に額田東方の紡錘虫紬礫岩は・かなりもめて・所

により粘板岩化した黒色頁岩申に四・五十魎巾で入って

いる。よく注意しないと見落す。白色珪質岩や石荻澄の

細藁が多く，石灰質である。頁岩申には紬艶～微粒の晴

茨色砂岩の薄層がしばしば來在する。」紡錘虫は乃M伽

が多い。層理は験り明瞭でない。

　以上の翻察を綜合すると，當地域の古生層は黒色頁岩

を主とし，石茨岩，紡錘虫紬礫岩及び暗茨～黒色細粒砂

岩を來在する累層であるといえる。この古生層を調四畳
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京都府夜久野地方の地質構造

と呼ぶ。糊頁岩はしばしば粘板岩化し叉，暦理は明瞭の

事も不明瞭のこともある。

　（2）中部量盤紀層の浬索

　　この地歴は最も厚く，叉分布も廣い。小賀豊一の襲

見以來有名なワルイシの菊石産馳及びその東延長で露頭

のよい額田から今西申に行く道路で観察して見よう。

　　菊石は青竜～暗青色，やや粘板岩質の砂質頁岩申か

ら産する。こ土からは“刀α舳b伽岳”を始とする0舳‘伽

型菊石の外に，直殻のおうむ貝類，箭石類，蘇虫類，二

枚貝，腕足貝（助伽伽丁伽α），巻貝（8｛舳舳戸）や植物化

石の破片も出る。風化すると茨褐色になるが，風化しか

けた所は緑色をおびている。かなり石灰質である事は魔

酸によって盛に毅酸ガスを襲泡する事から分る。かなり

厚く成贋し，履理面は午であ乱こ』の少し手前の砂質

頁岩申からも巻貝を産するが，いでは暦面に渦った節

理と，之と斜変した節理が襲達し，多角形の角はった細

片に砕けている性質がある。榊

　額田から今西中にかけては，頁岩，砂質頁岩，細粒砂

岩が襲達しているが・その岩質はよく菊石産地のものと

似ており・砂岩も新鮮なものは青色を帯び石茨質で，方

解石細賑が多い。頁岩，砂質頁岩は暗青叉は黒色で，藪

糎巾によく威暦し，綿状の葉理が襲達している特徴があ

る。

　以上中部三塁紀暦の全般的な特徴は・色は青色系統で

ある。風化すると緑色を帯び更に進むと茨褐色となるd

叉石茨質で節理が護達し・風化したズリは多角形細片に

なっている。縞状を呈する事が多い等で，之箏の累層を

覆久留層轡と椴隅する。

　（3）上部…畳紀層（日置層）の動索

　多くの人々が化石採取に訪れる目貴下の牧川沿いの露

頭に就ては後でふれる。こ土では垂直断面の露頭がよく

出ている下夜久野に近い南北の谷を入ろう。（④地馳）

先っ畑に上る手前の通路には1O～20魎内外によく成暦レ

た暗灰色の黒っぽい中粒～細粒砂岩が黒色頁岩，砂質頁

岩を件って出ており・こLでは瑚岩に貢れている。畑に

上ると東側に黒色やや砂質の頁岩の露頭があり，部分的

・に挨質物がある。谷の入口の砂質頁岩，微粒砂岩中には

化石が密集しこの中から弐のような化石が見出される。

　〃加柳加物切｛榊加，肋Jαωψα舳㎜α4鮒伽8侮

　＊2大石三郎（0）は三角貝層も含めた海成暦を額田厨と

　名づけたが，三角貝暦は日置厨といわれているので，

　額国暦は合石文岩，古生厨に限定して使う事にする。

｝3　この菊石砂質頁岩は三雲が大柚子層と名づ竹た部

　分に禍當し，現在使用されている。

　Ichik乱w乱　（MlS），　〃㎜α　刊m舳α帆帆㌔　〃，ηα　目p一，

　0肌刎淡伽Mo畑邊。砂｛‘払肋舳日p・，θ舳棚α畠附

　その他。

　之等の化石は殆んど舞鶴の難波江暦群（I0）のものと共

通する。それより北70m間は砂質頁岩を來在する砂岩

の累暦で藪10鍾厚さによく成暦する所に化石がある。も

う一つ西側の谷を入っても大盤同様で・北側は古生鱈ら

しい粘板岩～頁岩となる。日置履の特徴としては，砂岩

は荻～曙茨時に黒色に近く，固化すれば白，賛，褐色で

夜久野曾群のものに比して石英や頁岩粒が多く，殆んど

石茨資でない。頁岩は黒色で」しばしば炭質又は雲母質で

植物化石を含む事がある。一般によく成暦する。

　以上で各時代の地歴の特徴が分つたが，勿論すべてが

上のような特徴を具えているとは限らない。普通の黒色

頁岩はどれにもあるし，殊に粘飯号化すると先っ厚別は

つかない。叉石荻質砂岩も多少共各地履にあり1この場

合色も青色を帯びて來る。從って岩相で見當をつけると

共に出來る文化石を探す必要がある。

　　　各一『面の地質艦（多幸1踵劃，婁善2罐劃妻募照）

　前の観察專項を念頭に浮べながら主な所をおいて蛾質

構造を考麦．よう。

　（1）額田一歩ンダー間の断面

　下夜久野鐸から下りてすぐ突當りの路傍に頁岩の露頭

がある。石灰質，暗青色且暦面に沿い見事に板状に割れ

ている黙寧ろ典型的な夜久野層群の岩石である。こ』か

ら左折して山陰道を酉に行くと町外れに奥山川の橋があ

り，之を濁る。河底には黒色の磨理不明瞭な頁岩層がお

る。岩相から古生暦と判断される。之が額田暦で西方で

は少くも二枚の石茨岩を含み，その申から海百合，スト

ロマトポ目イド，貝の化石を産するが，こ土では出て來

ない。北上160mで東光寺に至る橋があり・額田暦はこ

こ迄蓮綾する。走向NW湖で北方に蜥霞斜する。

との橋の約工。om東北の山麓に火事で睦けて再建した許

の小さい祠があり，裏手に細粒砂岩，砂質頁岩の嬢があ

る。風化がひどく灰褐色となり，岩質から丈でほ一寸判

断に苦しむが，下の轄石を注意して探すと雀貝，・二枚貝

の化石を見つける事が出來，既に夜久野暦群になつた事

を知るが額田厨との開係は分らない。こLから谷は西北

西に輔じ，1粁間は主に青灰細粒砂岩で黒色～暗青砂質

頁岩，一頁岩を來在する。それ程石灰質ではないがずっと

夜久野履群と思われる。谷は二つに分かれるが右手の道

をとり750m程進むと菊石を産する左手のワルイシの谷

と右手の通隅ホンダニの谷に肢れる。この違は主に砂質
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地　　　學

頁岩で大柚子暦となったのである。道をホγダニ’ことり

150m位でワルイシの菊石慶地とよく似た青色，厚解状

の砂質頁岩の露頭があり，こkか一らも菊石を属する。走

向西北蜥で東北に25’傾斜する。更に300m樫上ると

岩石は一製し，著しくもめた黒色粘板岩が，きれぎれの

レンズ状叉は團塊炊の糊粒砂岩を含む30血1市の擢麓脇

があり，NW鮒の走向，N皿60。の傾斜を持つ断覆面

で糟織白色のホルンフェルスにちかい砂岩に接する。之

より北はすべて曙紫，淡緑，淡青珪質の頁岩，砂岩，礫

潜のボルソフェルネであり・この躍言囎は大きな翻暦糟

に相當する。從來このホルンフェルスは夜久野層群と同

蟻北に傾斜し，璽斜構造を示すものと思われ，化石が出

ない篇，夜久野層群と一緒にされたり古生暦でないかと

言われたものである。然し色々な馳から考えて1この糊

暦は金谷村（下夜久野の東）北方に分布する河西層竸の

上部に相當するもので，夜久野衝群に甥此される地歴が

皇質したものと考えられる。そして夜久野層群とは反数

に南に急斜し，闘履を軸とする向斜構造を作っているの

である。＊’この鐵睡では北から龍ケ城暦熱夜久野層群，

額因衝と分・布し日一蟹暦が峡如している。

　　　　　　”o　　　　　　　1舳。
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第　4　號

の傾斜である成賢は遡鱒しているものと推察される。

川沿いの山陰道路傍に石碑があり，この腫の上からM五一

冊伽ψ舳を始め箇々の貝化石・星形の海百合の璽等が

出孔表面は赤褐色であるが新鮮なものは暗青色，石茨質

で普通の日置暦のものとはやや異る岩質のものである。

こムの露頭の西端には青色細粒石荻質の砂岩があり著し

く夜久野層群のものと似ている。然し之と三角貝砂岩も

よく似ている。この附近から北方に谷がある。この谷の

入口附近にも風化すると織色がかった菱睡荻褐～灰賛の

細粒砂岩があり之は夜久野暦群のものと国別つかない。

谷を入るとすぐ額田履と思われる黒色頁岩～粘板岩が露

出し，この界目附近からワルイシ附近で菊石と共竈する

S妙伽r伽蜆と同種の腕足貝及び，＾舳此肌㎝0眺（”一

舳ψ0㈹日仏を含む砂岩の軽石を得た。額田暦は走向

NW60。傾斜N〕1：50■で上流300mで夜久野層群とな

るので，この軽石は．ヒ流から流されたものか附近の砂岩

のものかは分らない。前に戻って閻魔の砂岩と日置屠の

三角貝砂岩との間を見ると，この間に小さい断厨や，も

めた粘板岩等があって，或は断層があって，夜久野層群

がこの部分丈はさみこまれている疑問も生ず孔之を確

　　　。　　　　かめる爲には屯つと切り開きを行う

獅鞠実…
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　　G　花薗閃緑岩　Lp1石英粗面砦　p：窮栂

　（2）8直下（第1口⑤附逓）の凹面　　　　　　　　　河成礫厨が見られ・この段丘伏触形はやはり低い河岸段

　昔から有名な日置部落東端の化石産地を訪れよう。牧　　丘である。間もなく大同石茨工場に壊するが・この手前

川が東北から東南に屈曲して流れる河陶こは見事な暦理　　の切割に見事な礫岩の露出がある。礫は＄～10極が最も

を浸蝕によって表わした砂岩露頭があり，黒箇の砂質頁　　多く・よく水團された角岩（時に糧百合の璽を含む）・砂

岩の薄暦を來在している。砂岩は茨～晴茨，頁岩は炭質　　岩・頁岩・石荻岩・石菓粗面岩・閃緑岩・花闇岩質岩石

で，何れも日置暦に普通見られる岩質である。砂岩中か　　箏色々の礫から蝸來ており・石荻質砂岩のレンズを含む。

ら0αr伽伽その池の貝化石を産するが，介穀は凸面を　　厚さは10mに湊す孔この礫岩の層位的位置について

下に向けるものが大多籔で，地厨はNW附でNE60。　は從來箇局間題とされていた屯ので・多くは日置暦に入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れられている。礫岩は走向NW45。でN週60。の傾斜
　ホ4璽質している鳳走向・傾斜は仰々分らない。従　　を持つ。．』下盤には整合的に砂質頁岩，砂岩がある。
　　來節理面を暦面に間違った疑もある。注意すると夜
　　久野層群に特徴酌な縞状繕遣がしばしば保律されて　　所がその岩質は石茨質・斎色で特に砂質頁岩の膨理の模

　　層面を推定する事力拙來る。　　　　　　　　　　　様その他の特徴は明らかに夜久野層群型のもので，他の

事と，化石を露見する事が必要で

こ』では疑問丈を提出する。こ土の

断面では北から夜久野暦群，額田暦，

（夜久野層群）？・目置暦の順にすべ

て北方に傾斜しながら西北酉一東南

東に排列する。

　（3）高内附近の1■片面（第2圖C－D

　　　断面参照）

　高内部落の西端，山陰道と大猶子

方向へ行く三叉路の附近は低い段丘

状の地形である。道を北方へとると
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地歴には見られないものである。以前化石が出たという

が・現在は皆目不明であ乱然し岩相から見て夜久野暦

群に入る事は疑ない。夜久野層群に勘比される河西腫群

（加佐郡河西村から天田郡上夜久野村に分布する。）中に

は，しばしば芝とよく似た礫岩が見出されるに反し，日

置慰叉はこの延長である難波江暦群中の礫岩は殆んど角

岩のみよりなり，叉釆だ嘗てこのように厚く護達する例

は他に見られない。それ故この礫岩は目置麿のものとは

考えられない。弐に石灰岩の採石場に行こう。東方石荻

工場の裏手の山を、ヒるとト目の線路がある。この附近に

かなりもめた頁岩で岩質から見ると古生暦の感じがする

が，礫岩より見かけ上，」＝にのるように出る。線路湯

い東北東に行くと30m位で所により紬繁質の砂：岩が出

る。之も倒れに入れてよいか分らないが，夜久野層群申

に之に似た砂岩が見出される事もあ孔線路が谷を越す

橋下には珊岩の露頭があり，線路の終端で砂岩に接して

石荻岩がある。厚さ30m位で殆んど直立する。上盤

（北側）は珊岩で，この石荻岩は船着にはさまれた格恰

になっている。化石が多く出るのは東南方小學校嚢手の

石茨着で，之が古生暦のものと判明してから・多くは採

石場の石茨岩も古生音と考えられている。燃しこの石

灰岩は大部分黒色魚卵状である。一方額田暦中の石茨

岩はかなり多蟹愛見されているが，殆んど自・談荻・暗

友，青衣色で魚卵状でなく叉頁岩申に來在され，この石

茨岩とは明らかに成因的に異るものと推定出來る。他方

確責に中都三曼紀の石茨岩と考えられるものが2個所あ

孔一つは上川口村上人丙の河西腐群中のもので・上の

中から　8p伽仰r伽岨，肋mOゐ伽e伽等の腕足貝、θer一

秒mαその池の二枚貝，菊石破片等を衛で居る。他に金

谷村梅谷鐘山の石茨岩で，之は恐らく夜久野層群中のも

のである。然も両者共眉茨質砂岩中にあり，雨着葉黒色

魚卵状石灰岩を主饅とするものであ机島内のこの石茨

岩から化石は未だ出ていない。然し岩質・岩棉の似てい

る所からやはり夜久野層群に入れるのが適當である。師

ち高丙には時代的にも成因的にも異った二つの石茨岩が

相隣って存在している事を知る。石茨岩と礫岩の間の頁

岩は幾分疑間の熱もあるが・之も夜久野層群の一員と考

えると，こ上では日置衝が鉄如し，夜久野藪群とその廟

に額田暦が分布している事になる。

　從來日置暦の化石は日置より以西には襲見されていな

かった。今回の調査では高内部落の東端，定時制高校の

東北の谷（用水池の傍）から植物化石，山頂の鱒石から

ハ毒t舳ψαr棚を護副し，こ土迄は確賢に蓮繍している

事が分る。然も100m北方には，額田暦らしい粘板岩が

露出し・附近の軽石には多駿の藤虫類，海百合及二枚貝

を含む頁岩片に富む細礫岩や・古生代と思われる腕足貝

を含む灰青やや石灰質砂岩（岩質は夜久野履群に似る）が

あり，こ』でわ夜久野。雷群，．額田暦，日置暦と分布する。

高内の石茨着附近との闘係は，賜岩の分布と併せ考える

と，間に南北牲の麟暦があって断ちきられ日置層が酉で

は鉄如したと見られる。

　（4）頸囲」梶谷（第2圃皿一F餓面参照）

　下夜久野鐸東方約12粁，山陰線トンネル東口附近（第

1圖⑥地熱）では，石灰岩を含む額田暦の頁岩，砂岩暦

の萬によく成暦した泥灰岩，石灰質砂質頁岩があり黒織

色頁岩に鰯移する。この頁岩中から　0榊棚e型菊石，

八例仇舳冊⑪伽（α鮒砒伽）目p．P舳。侃ε物目p・等を饗見

した。この地馴ま化石及岩相より見て明らかに夜久野層

群のものである。北の額田暦に接する附近は粘板岩化し，

額岡暦も著しくもめて居り，恐らく麟暦と考えられる。

こ1では観月厨の南側に再び夜久野督群が出ている馳重

要であ孔こ』から東方約900m・梅谷部落の西端・山

陰道切割（第1圃，⑦地籍）では北の夜久野暦群の盾皮

質砂質頁岩及微粒砂岩が20m一以上の巾のある著しくも

めた部分を経て南側の石茨岩を含む額圧1層に接する。こ

の耀言傭は額田暦に入るらしいが，爾者間の断層を示す

ものとして矯來十分切り取りを打ってそのもようを観察

したい所である。

　　　　　鍬の一也質欄（毒竃3踵臣妻妾照〕

　以上しばしば人々の訪れる叉は訪れ易い地馳の観察を

詳しく述べたが，碕全般的な調査から夜久野地方の触重

構造を考えると概略式のようになる。當馳域には中，古

生奮が4糟｛或は5帯？）に亘って東西に幣状に分布し

ている事が分る。北より

　　　　　　　　　　　　　　　　メ

山出｝山一
　　三ニベ…土2ミ三．

　　　　　　　こ・＼こ㌧一一101一｛一■一・ニニ：二｝ノー

　　　　　　　　ミ＼∴∵、一一皿…一一う二二二二

　　　　　　　ペ．＼1ζ軍ξ
　　　　　　　　＼㌔・一、・．・二芝二一・一一、．＿．’一一

選、、二一憲よ二一1二二∵・二二ニー！’髪
　　　’．丁…ユ；一＿一、　■

帯；ψ㊦津市警苧才ヤ1＋

　　　第3日　　凌火野附遊地質繕緒概念日
　　　　　　一S他山醐。m岨pof他。9．oI匁。・1此

策I尊北接する花筒閃織岩によりホルyフェルスと
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なった暗紫，淡緑，淡青色珪質頁岩を主とし，砂岩，礫岩

を來在する河西暦群上部の分布地瀞．簗質しない所は夜

久野層群に似ている。走向EW～NWで南に70～80急

斜・所により垂直となる。

　集皿冒・夜久野暦群分布地襯。西方では一般にNW～

SEの走向だが東部では略々EWに近くなり，4ぴ内外

北に傾斜するが第I糟に近く1ぴ～鮒の緩顧斜となり，

局部的にゆるく搬出する。全般的には璽斜構造。第I滞

と共に鎌衝による向斜構造を作る。

　策皿菌．額田暦分布地糟。巾100皿～400mの狭長な

｝帯を作る。走向東西に近く，北方に40。内外傾斜する。

　寛W薗・西部には目置暦・東部には夜久野層群が巾100

～300mの間に細長く分布する。所により錬如する。日

置では第皿襯との蹴こ夜久野層群が狭いバッチ状にはさ

みこまれてる疑がある。この場合には目置暦は第V鞘と

なる。

　各鞘の開係の確がめられる所は極めて少ない。多くは

北に急斜叉は垂直に近い走向翻暦で接すると思われる。

　牧川より南には閃緑岩，斑積岩を主とする基性逮入砦

類が鞘状に分布し，之も當地方の鞘状構造に参加してい

る。獲來この瑳大岩と中，古生暦は麟房で接するものと

きれ・牧川開暦といわれてい孔然し少くも今迄接鰯部

の観察される鰻では器床状の蓮入観係で，之に接した水

成岩はかなり粘板岩化してわいるが鐵暦ではない。横谷

南方の鐵適切割も同様で・接面に近く小さい破緯禍が見

られるが，之は墓蛙為が直接鐵暦で申・古生衝に接して

いるのではない。従って從來璽基性岩類との醐暦谷と考

えられていた牧川は，騒墓陸岩と水成岩との岩質の差及

び露基憧岩に近く駿達する中，古生層内の闘暦に起因す

るものと考えられる。

　　　　　　　　む　　す　　び

　夜久野地方の地質構造は二星紬，中部三昼紬，上部三

盤紬の地歴及基性迷入砦類で構成き才しる帯状構造を特色

とナる。そしでこオしは特に繭繰牧川に湯ってどく巾狭く

複雑となる。又その型式は押被せとか，クリツベという

ようなものでなく九州外帯のいわゆるサンドイッチ構造

に近い・（I1）この地方の地質構遺上の特徴は，實ばず一つ

と舞鶴迄績くものなのである。このような地質構造がど

うして，どのようにして，何時頃出來たかといった事に

は全然ふれたかった。未だ言える時機でもたい。文化石

に就ても殆んど溺れる事がかかった。これは別の機曾に

述べたへ只三畳紀厨中には，根気よく叉丹念に探せば

少しづつではあ6が・犬ていの所から化石が出るといつ
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てもよいだろう。地質固に書いた化石産地は，その一部

にすぎない。
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THE GEOLOGICAL STRUCTURE OF THE 

YAKUNO DISTRICT, KYOTO PREF. 

Keiji Nakazawa 

J. The geological structure of this district is 

characterized by zonal structure of Permian and 

TrillSSio formations. There may be recognized at 

least four zones running E-W trend, namely, the 

I zone ot Kawanishi Group (middle Triassic), the 

ll of Yakuno Group (middle triassic), the 1II of 

Nukada Formation (Permian), and the IV of Heki 

Formation (upper TriaBSic) and Yakuno Group. 

2. These zones contAl.ct each other by sreeply 

northward dipped or almost vertical faults. There­

fore the character of the structure is neither 

"Decke" structure nor "Klippe" but alike the 

"eandwitch structure " of the outer zone of Kyu­

shyd Province. 

3, The relation between sedimentary rocks and 

the basic intrusive rocks, distributed at the sou­

thern border of the area, is not fault as formerly 

comidered, but sheet-like intrusion. 

ON THE DISITRBUTION OF THORIUM 
HAW IN THE GRANITES OF 

KINKI DISTRICT, JAPAN 

Ichikazu Hayase 

The granitic rooks of Kinki district have more 

or Iese the pleochroic haloe3, whichwere studied 

widely by the writer. As the result, it is concluded 

that the distribution of Th-haloe:i in rocks of this 

district is limired in the band of Ishigure-Tanaka­

mi-N ose district, while the granite3 in other parts 

have only, U-haloe3. 

Generally speakings it is a rule that variation of 

the type of haloes is associared with that of the 

nucleus minerrls. 

GEOLOGY OF THE CAPE SOYA DISTRICT, 
NORTH HOKKAIDO. 

Tosiharu Et.O 

The account of the geology of this district was 

made by K. JimbO in 1894 for the first time, and 

later by Y. Okamura in 1912, but only few fossils 

ABSTRACTS 

were recorded at a few places along the coast-line. 

In 1940 the geology of the we3t part of this field 

was published by M. Tagami briefly and by T. 

Yagi in detail, but the central and east parts of 

it remained unknown. In 1949 the wrirer surveyed 

this area at the reque:it of P. E. A. C. and found 

that it consisted of the Cretaceous, Teriary and 

Qurternary formations of which stratigraphic 

classification might been summarized as Table 

I. Distribution, lithological character and geotec­

tonics of the formations are mentioned in the 

text, and thelists of the fossils yielded from the 

formations are given in Tables 2, 3 and 4. 

SOME PROBREl\IS ON THE MECHANICAL 
PROPERTIES OF ROOKS 

Masao Nishihara 

The present paper de3cribes re3ults of an experi­

ment and considerations about hardness and ten­

sile-3trength of rocks. From the viewpoint of the 

statistical theory of strength, the author concludes 

that it is desirable to measure hardness on poli• 

shed surfaces rather than on natual crystal faces, 

and that the length-effect of tensile-strength must 

be observed in the case of rocks as well as that of 

metals. In the latter case the existence of the 

effect has already been proved experimentally by 

the author. 

ON THE M£A.SUREMENTS OF RADON 
CONTENT IN HOT OR 

MINERAL SPRINGS. 

Zin'itiro Hatuda 

The apparatuse:i for the measurement of radon 

Content in natural springs generally used in Japan 

are Engler-'3ieveking-, IM-, Schmidt- and HS-fon­

tactoscope. The last is a modification of Schmidt­

tontactoscope with improvements in many respects 

receµ.tly designed by the author. 

In this paper, the general description of these 

kinds of apparatus, their uses in detail, especially 

of HS-fontactoscope, are given 1113 well as criticism 

on the measurements and structure of fhem. 
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